
(57)【要約】

【課題】操作ワイヤが一対の回動支点と回動支点との中

央位置から偏位した位置に配置された内視鏡の湾曲部に

おいて、内蔵物が節輪と節輪との間に挟み込まれて破損

することのない耐久性の優れた内視鏡の湾曲部を提供す

ること。

【解決手段】節輪２１，２２，２３，２４…どうしを、

軸線周りの１８０°対称位置に配置された一対の回動支

点２５で各々回動自在に連結して、操作ワイヤ６を、一

対の回動支点２５と回動支点２５との中央位置から偏位

した位置において節輪２１，２２，２３，２４…の軸線

と平行方向に節輪２１，２２，２３，２４…の内面に沿

って配置した内視鏡の湾曲部において、節輪２１，２２

，２３，２４…の縁部の形状を、隣り合う節輪２１，２

２，２３，２４…どうしが回動支点２５を中心に回動し

たときに操作ワイヤ６の外側に位置する部分が当接し合

う形状Ｃに形成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
同 軸 線 上 に 配 列 さ れ た 複 数 の 節 輪 の 隣 り 合 う 節 輪 ど う し を 、 軸 線 周 り の １ ８ ０ ° 対 称 位 置
に 配 置 さ れ た 一 対 の 回 動 支 点 で 各 々 回 動 自 在 に 連 結 し て 、 操 作 ワ イ ヤ を 、 上 記 一 対 の 回 動
支 点 と 回 動 支 点 と の 中 央 位 置 か ら 偏 位 し た 位 置 に お い て 上 記 節 輪 の 軸 線 と 平 行 方 向 に 上 記
節 輪 の 内 面 に 沿 っ て 配 置 し た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て 、
上 記 節 輪 の 縁 部 の 形 状 を 、 上 記 隣 り 合 う 節 輪 ど う し が 上 記 回 動 支 点 を 中 心 に 回 動 し た と き
に 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 外 側 に 位 置 す る 部 分 が 当 接 し 合 う 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 の 湾 曲 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 の 湾 曲 部 は 一 般 に 、 同 軸 線 上 に 配 列 さ れ た 複 数 の 節 輪 の 隣 り 合 う 節 輪 ど う し を 、 軸
線 周 り の １ ８ ０ ° 対 称 位 置 に 配 置 さ れ た 一 対 の 回 動 支 点 で 各 々 回 動 自 在 に 連 結 し て 、 操 作
ワ イ ヤ を 、 節 輪 の 軸 線 と 平 行 方 向 に 節 輪 の 内 面 に 沿 っ て 配 置 し た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の よ う な 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 操 作 ワ イ ヤ は 、 旧 来 は 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の 中 央 位
置 に 配 置 さ れ て い た が 、 内 部 レ イ ア ウ ト の 改 良 等 に 伴 っ て 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の
中 央 位 置 か ら 偏 位 し た 位 置 に 配 置 さ れ る 場 合 が 多 く な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ３ ８ ３ ２ ５ 号 、 図 ２ 等
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て は 、 節 輪 の 縁 部 の 形 状 が 回 動 支 点 の 位 置 を 左
右 両 端 と す る 左 右 対 称 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し た が っ て 、 湾 曲 操 作 に よ っ て 隣 り 合 う 節 輪 の 縁 部 ど う し が 当 接 す る 状 態 ま で 節 輪 を 回 動
支 点 周 り に 回 動 さ せ る と 、 隣 り 合 う 節 輪 の 縁 部 ど う し が 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の 中
央 位 置 に お い て 当 接 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
す る と 、 操 作 ワ イ ヤ が 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の 中 央 位 置 か ら 偏 位 し た 位 置 に あ る 場
合 に は 、 内 部 に 挿 通 配 置 さ れ て い る 光 学 繊 維 束 等 の よ う な 内 蔵 物 が 隣 り 合 う 節 輪 ど う し の
当 接 部 に 直 接 接 触 す る た め 、 節 輪 と 節 輪 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 破 損 し て し ま う 場 合 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 操 作 ワ イ ヤ が 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の 中 央 位 置 か ら 偏 位 し た 位 置
に 配 置 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て 、 内 蔵 物 が 節 輪 と 節 輪 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 破 損 す
る こ と の な い 耐 久 性 の 優 れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 は 、 同 軸 線 上 に 配 列 さ れ た 複 数 の 節
輪 の 隣 り 合 う 節 輪 ど う し を 、 軸 線 周 り の １ ８ ０ ° 対 称 位 置 に 配 置 さ れ た 一 対 の 回 動 支 点 で
各 々 回 動 自 在 に 連 結 し て 、 操 作 ワ イ ヤ を 、 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の 中 央 位 置 か ら 偏
位 し た 位 置 に お い て 節 輪 の 軸 線 と 平 行 方 向 に 節 輪 の 内 面 に 沿 っ て 配 置 し た 内 視 鏡 の 湾 曲 部
に お い て 、 節 輪 の 縁 部 の 形 状 を 、 隣 り 合 う 節 輪 ど う し が 回 動 支 点 を 中 心 に 回 動 し た と き に
操 作 ワ イ ヤ の 外 側 に 位 置 す る 部 分 が 当 接 し 合 う 形 状 に 形 成 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ３ は 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 挿 入 部 可 撓 管 １ の 先 端 に は 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲
す る 湾 曲 部 ２ が 連 結 さ れ 、 観 察 窓 と 照 明 窓 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 ３ が 湾 曲 部 ２ の 先 端
に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
挿 入 部 可 撓 管 １ の 基 端 に は 操 作 部 ４ が 連 結 さ れ て い て 、 操 作 部 ４ に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 部
材 ５ を 操 作 す る こ と に よ り 、 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ ６ の 一 方 が 牽 引 さ れ て 他 方 が 緩 め ら れ 、 湾
曲 部 ２ が 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ４ は 湾 曲 部 ２ の 先 端 部 分 を 示 し て い る 。 湾 曲 部 ２ は 、 複 数 （ 例 え ば １ ０ ～ ２ ０ 個 程 度 ）
の 節 輪 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ … を 同 軸 線 上 に 配 列 し て 、 隣 り 合 う 節 輪 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３
， ２ ４ … ど う し を 、 軸 線 周 り の １ ８ ０ ° 対 称 位 置 に 配 置 さ れ た 一 対 の 連 結 軸 ２ ５ （ 回 動 支
点 ） で 各 々 回 動 自 在 に 連 結 し 、 そ の 周 囲 を ゴ ム チ ュ ー ブ 製 の 外 皮 で 被 覆 し て 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
節 輪 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ … と し て は 、 最 も 数 多 く 用 い ら れ て い る 標 準 形 の 節 輪 ２ ２ ，
２ ３ の 他 に 、 先 端 部 本 体 ３ に 連 結 さ れ る 最 先 端 の 節 輪 ２ １ 、 操 作 ワ イ ヤ ６ を ガ イ ド す る ワ
イ ヤ ガ イ ド ２ ７ が 内 方 に 突 設 さ れ た ガ イ ド 付 き の 節 輪 ２ ４ 、 及 び 挿 入 部 可 撓 管 １ に 連 結 さ
れ る 最 後 端 の 節 輪 （ 図 示 せ ず ） 等 、 何 種 類 か の 節 輪 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ … が 組 み 合 わ
さ れ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
湾 曲 部 ２ 内 に は 、 Ｖ － Ｖ 断 面 を 図 示 す る 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 観 察 像 の 撮 像 信 号
等 を 伝 送 す る 信 号 ケ ー ブ ル ７ 、 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ８ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ
ン ネ ル ９ 等 の 各 種 内 蔵 物 が 挿 通 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 ４ に は 内 蔵 物 の 図 示 が 省 略 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 対 の 操 作 ワ イ ヤ ６ は 、 各 々 ワ イ ヤ ガ イ ド ２ ７ に よ っ て 位 置 が 規 制 さ れ て お り 、 内 蔵 物 ７
， ８ ， ９ を ス ム ー ズ に 通 過 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 一 対 の 連 結 軸 ２ ５ と 連 結 軸 ２ ５ と
の 中 央 位 置 で は な く 、 一 対 の 連 結 軸 ２ ５ と 連 結 軸 ２ ５ と の 中 央 位 置 か ら 偏 位 し た 位 置 に 、
節 輪 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ … の 軸 線 と 平 行 方 向 に 節 輪 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ … の 内 面
に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ の よ う な 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ ６ は 、 各 々 が 全 長 に わ た っ て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ
て い て 、 操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 は 各 々 先 端 部 本 体 ３ に 対 し て 固 定 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 さ れ
る ２ ９ は 、 そ の た め の 公 知 の 固 定 リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ は 、 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ を 単 体 で 示 し て お り 、 各 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ の 前 後 部 分 の 各 々 に は 、
一 対 の 舌 片 Ａ ， Ｂ が １ ８ ０ ° 対 称 の 位 置 に 突 設 さ れ て い て 、 連 結 軸 ２ ５ を 通 す た め の 孔 ａ
， ｂ が 各 舌 片 Ａ ， Ｂ に 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 各 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ の 各 縁 部 は 、 内 側 に 操 作
ワ イ ヤ ６ が 配 置 さ れ る 部 分 が 段 差 状 に 形 成 さ れ て い る （ 段 差 状 部 Ｃ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
し た が っ て 、 隣 り 合 う 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ の 舌 片 Ｂ ， Ａ ど う し を 重 ね 合 わ せ て 孔 ｂ ， ａ に 連 結
軸 ２ ５ を 通 す こ と に よ り 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 隣 り 合 う 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ ど う し が 連 結
軸 ２ ５ を 中 心 に 相 対 的 に 回 動 し て 、 湾 曲 部 ２ が 全 体 と し て 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ の よ う に し て 、 湾 曲 操 作 に よ り 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ ６ の う ち の 一 方 を 牽 引 し て 他 方 を 緩 め
、 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ を 連 結 軸 ２ ５ の 周 り に 相 対 的 に 最 大 限 ま で 回 動 さ せ る と 、 図 １ に 示 さ れ
る よ う に 隣 り 合 う 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ の 縁 部 ど う し が 当 接 す る 状 態 に な り 、 各 節 輪 ２ ２ ， ２ ３
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は 縁 部 に 形 成 さ れ て い る 段 差 状 部 Ｃ ど う し で 当 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
す る と 、 各 節 輪 ２ ２ ， ２ ３ の 縁 部 ど う し の 当 接 部 の 内 側 に は 操 作 ワ イ ヤ ６ が 配 置 さ れ て い
る の で 、 内 蔵 物 ７ ， ８ ， ９ が 当 接 部 に 挟 み 込 ま れ る 状 態 に な ら ず 、 湾 曲 操 作 が 繰 り 返 さ れ
て も 内 蔵 物 ７ ， ８ ， ９ が 破 損 し な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 上 記 実 施 例 の 湾 曲 部 ２ は １
８ ０ ° 対 称 の ２ 方 向 の み に 屈 曲 す る も の で あ る が 、 本 発 明 は 上 下 左 右 の ４ 方 向 に 屈 曲 す る
４ 方 向 湾 曲 部 に 適 用 す る こ と も で き る 。 ま た 、 回 動 支 点 に 連 結 軸 ２ ５ を 用 い ず に 、 フ ッ ク
等 を 係 合 さ せ て 回 動 支 点 と す る 構 造 等 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 ワ イ ヤ が 一 対 の 回 動 支 点 と 回 動 支 点 と の 中 央 位 置 か ら 偏 位 し た 位 置
に 配 置 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て 、 節 輪 の 縁 部 の 形 状 を 、 隣 り 合 う 節 輪 ど う し が 回 動
支 点 を 中 心 に 回 動 し た と き に 操 作 ワ イ ヤ の 外 側 に 位 置 す る 部 分 が 当 接 し 合 う 形 状 に 形 成 し
た こ と に よ り 、 節 輪 を 最 大 限 ま で 回 動 さ せ た と き に 、 各 節 輪 ど う し の 当 接 部 の 内 側 部 分 に
は 操 作 ワ イ ヤ が 配 置 さ れ て い て 、 内 蔵 物 が 節 輪 と 節 輪 と の 間 に 挟 み 込 ま れ る 状 態 に な ら な
い の で 、 湾 曲 操 作 が 繰 り 返 さ れ て も 内 蔵 物 が 破 損 せ ず 優 れ た 耐 久 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 部 分 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 節 輪 を 単 体 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 先 端 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 図 ４ に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 湾 曲 部
６ 　 操 作 ワ イ ヤ
２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ 　 節 輪
２ ５ 　 連 結 軸 （ 回 動 支 点 ）
７ ， ８ ， ９ 　 内 蔵 物
Ｃ 　 段 差 状 部

10

20

30

(4) JP 2004-344217 A 2004.12.9



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(5) JP 2004-344217 A 2004.12.9



专利名称(译) 弯曲内窥镜的一部分

公开(公告)号 JP2004344217A 公开(公告)日 2004-12-09

申请号 JP2003141669 申请日 2003-05-20

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 佐野浩
伊藤慶時

发明人 佐野 浩
伊藤 慶時

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.310.A G02B23/24.A A61B1/008.510 A61B1/008.511

F-TERM分类号 2H040/DA14 2H040/DA17 2H040/DA21 4C061/FF33 4C061/JJ06 4C161/FF33 4C161/JJ06

代理人(译) 三井和彦

其他公开文献 JP4360834B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：将内建物体夹在内窥镜的弯曲部分的节点环和节点环之
间，其中操作线布置在偏离一对旋转支点的中心位置的位置。 （ZH）提
供了一种内窥镜的弯曲部分，该弯曲部分具有优异的耐久性并且没有损
坏。 解决方案：节点环21、22、23、24 ...在围绕轴线成180°对称位置
的一对旋转支点25上可旋转地彼此连接，并且连接了一对操作线6。 沿
着节点环21、22、23、24 ...的内表面在与节点环21、22、23、24 ...的
轴线平行的方向上 在布置成使得节点环21、22、23、24的边缘的形状...
的内窥镜的弯曲部分中，围绕相邻节点环21、22、23、24之间的旋转支
点25旋转。 它形成为形状C，其中当移动时，位于操作线6外部的部分彼
此邻接。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7b7322b7-5b2e-4ac3-b5d8-4d32776cc8a6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033529962/publication/JP2004344217A?q=JP2004344217A

